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はじめに 

 

 

 

世界に目を向けると、都市間競争が激化する中、経済、社会、環境

の観点から持続可能な人間中心の都市を目指し、各地で既存の都市

空間ストックを活用した大胆な都市空間の再編が進んでいます。 

 

人口減少社会を迎えた我が国においても、求められる都市像やニ

ーズの変化を受け、車中心から人間中心の快適な都市空間の創出が

重要視されてきています。この実現のためには、例えば、歩道の拡幅

等の街路空間再編や、沿道の地域活動と併せた街路空間の利活用に

取り組むことが重要です。  
 
街路という公共空間を人間中心の魅力ある空間として再生するた

めには、地域住民や民間事業者の多様なニーズを捉まえながら、公共

と民間が各々の役割を担うことが求められています。その実現にあ

たっては、従前のような行政主導の手法ではなく、民間と連携しなが

ら合意形成や事業を進めていくことが重要です  
 

 本事例集は、こうした視点から国内の先進的な取組事例について、

実現に至るまでのプロセスや成功の要因等を取り纏めたものです。

本稿が、全国の地方公共団体による街路空間の再構築・利活用促進の

一助となることを祈念しています。 

  

本事例集を取り纏めるにあたり、仙台市、静岡市、岡崎市、京都市、

大阪市、神戸市、松山市、北九州市の皆様には必要となる情報の提供

などのご協力をいただきました。ここに記して、深甚なる感謝の意を

表します。 

 

 

平成 30 年 3 月  

国土交通省 都市局 街路交通施設課 

 



 

 
 
 
 

Ⅰ．各事例概要 
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街
路
空
間
再
構
築
・
利
活
用
の
プ
ロ
セ
ス
事
例
集

～
課
題
解
決
・
官
民
連
携
の
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
と
し
た
事
例
紹
介

事
例
①
（
再
構
築
）
大
阪
府
大
阪
市

国
道
2
5
号
（
御
堂
筋
）
（
１
／
２
）

「
御
堂
筋
の
道
路
空
間
再
編
に
向
け
た
モ
デ
ル
整
備
」

【取
組
推
進
に
寄
与
し
た
最
大
の
要
因
】

■
町
会
・
商
店
会
、
地
元
ま
ち
づ
く
り
団
体
等
か
ら
な
る
「
御
堂
筋

沿
道
・
千
日
前
通
以
南
モ
デ
ル
整
備
区
間
整
備
協
議
会
」
の
設
立

B
ef
o
re

A
ft
er

①
御
堂
筋
の
側
道
部
分
を
活
用
し
自
転
車
通
行
空
間
化
す
る
と
と
も
に
歩
道
を
拡
張

②
歩
行
者
と
自
転
車
が
歩
道
内
で
輻
輳
し
て
い
る
状
況
の
解
消

③
御
堂
筋
全
体
の
道
路
空
間
再
編
の
イ
メ
ー
ジ
を
現
地
で
可
視
化

④
歩
行
者
・自
転
車
通
行
の
安
全
性
や
快
適
性
等
の
道
路
空
間
の
あ
り
方
の
検
証

【取
組
デ
ー
タ
】

・事
業
主
体
：大
阪
市

・路
線
名
称
：国
道
２
５
号
（御

堂
筋
）

・路
線
幅
員
：４
４
ｍ
（６
車
線
）

・取
組
延
長
：約
２
０
０
ｍ

・取
組
期
間
：平
成
２
７
年
～
平
成
２
８
年

【
取
組
概
要
】
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【
取
組
プ
ロ
セ
ス
】

【
取
組
の
工
夫
例
】

街
路
空
間
再
構
築
・
利
活
用
の
プ
ロ
セ
ス
事
例
集

～
課
題
解
決
・
官
民
連
携
の
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
と
し
た
事
例
紹
介

事
例
①
（
再
構
築
）
大
阪
府
大
阪
市

国
道
2
5
号
（
御
堂
筋
）
（
２
／
２
）

取
組
の
背
景
：

・御
堂
筋
の
交
通
の
変
化
（自
動
車

、
歩
行
者
自
転
車

）

フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
：基
本
計
画
策
定
段
階
（H
21
～
H
23
）

平
成
２
１
年
１
２
月

有
識
者
、
地
元
、
経
済
界
等
で
組
織
す
る
「
御
堂
筋
空

間
利
用
検
討
会
」
を
設
置

平
成
２
４
年

３
月

御
堂
筋
の
空
間
利
用
に
係
る
中
間
提
言

●
H
24
年
4月

国
か
ら
大
阪
市
に
御
堂
筋
の
管
理
移
管

フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
：実
現
に
向
け
た
課
題
抽
出
段
階
（
H
24
～
H
26
）

H
2
4
年

６
月

「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
・
大
阪
」
を
策
定

H
2
5
年
１
１
月

側
道
閉
鎖
社
会
実
験
の
実
施

H
2
6
年
１
０
月

側
道
を
活
用
し
た
に
ぎ
わ
い
創
出
社
会
実
験
の
実
施

●
H
26
年
10
月

御
堂
筋
の
空
間
再
編
に
関
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
：
地
元
協
議
会
と
の
協
議
・
工
事
供
用
段
階
（
H
2
7
～
H
2
8
)

H
2
7
年

４
月

町
会
・
商
店
会
、
地
元
ま
ち
づ
く
り
団
体
等
か
ら
な
る
地
元

協
議
会
の
設
立

H
2
8
年

１
月

モ
デ
ル
整
備
区
間
（
難
波
～
難
波
西
口
交
差
点
間
の
東
側

街
区
）
工
事
着
手

H
2
8
年
１
１
月

モ
デ
ル
整
備
区
間

工
事
完
成

●
上
位
計
画
へ
の
具
体
的
イ

メ
ー
ジ
の
形
成 出
典
：
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
・
大
阪

・「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
・
大
阪
」に
お
い
て
、

道
路
空
間
再
編
の
整
備
方
針
等
を
掲
載

し
た

・地
元
協
議
会
と
行
政
が
連
携
し
て
関
係
者
と
の
協
議
を
推
進

【
取
組
の
効
果
】

・
歩
行
者
・
自
転
車
通
行
空
間

遵
守
率
の
向
上

・不
法
駐
輪
台
数
の
減
少

な
ど

【
今
後
の
展
望
】

・モ
デ
ル
区
間
の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
西
側
整
備

及
び
千
日
前
通
以
北
の
本
格
実
施
に
向
け
た
整

備
内
容
を
検
討
し
て
い
く
。
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街
路
空
間
再
構
築
・
利
活
用
の
プ
ロ
セ
ス
事
例
集

～
課
題
解
決
・
官
民
連
携
の
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
と
し
た
事
例
紹
介

事
例
②
（
再
構
築
）

京
都
府
京
都
市

四
条
通
（
１
／
２
）

「
「
人
と
公
共
交
通
優
先
の
歩
い
て
楽
し
い
四
条
通
」
歩
道
拡
幅
事
業
」

【取
組
推
進
に
寄
与
し
た
最
大
の
要
因
】

■
地
元
か
ら
の
要
望

■
京
都
市
に
お
け
る
位
置
付
け
の
明
確
化
と
体
制
強
化

■
関
係
者
と
の
緊
密
な
意
見
交
換
・
合
意
形
成

B
e
fo
re

A
ft
e
r

①
用
地
買
収
を
行
わ
ず
に
街
路
空
間
を
再
構
築
し
て
、
歩
道
を
拡
幅
（
3
.5
m
→
6
.5
m
）

②
街
路
空
間
を
交
通
結
節
点
（タ
ー
ミ
ナ
ル
）と
し
て
考
え
、
路
線
バ
ス
と
鉄
道
と
の
乗
継

利
便
性
や
、
沿
道
商
業
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
機
能
を
向
上
（バ
ス
停
の
集
約
１
６
箇
所

→
４
箇
所
、
バ
ス
停
の
集
約
１
６
箇
所
→
４
箇
所
、
タ
ク
シ
ー
乗
場
の
設
置
２
箇
所
）

【取
組
デ
ー
タ
】

・事
業
主
体
：京
都
市

・路
線
名
称
：四
条
通

・路
線
幅
員
：２
２
ｍ
（４
車
線
→
２
車
線
）

・取
組
延
長
：１
，
１
２
０
ｍ

・取
組
期
間
：平
成
１
８
年
～
平
成
２
７
年

【
取
組
概
要
】
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【
取
組
プ
ロ
セ
ス
】

【
取
組
の
工
夫
例
】

●
総
合
交
通
戦
略
に
シ
ン
ボ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
づ
け

街
路
空
間
再
構
築
・
利
活
用
の
プ
ロ
セ
ス
事
例
集

～
課
題
解
決
・
官
民
連
携
の
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
と
し
た
事
例
紹
介

事
例
②
（
再
構
築
）

京
都
府
京
都
市

四
条
通
（
２
／
２
）

●
H
17

年
1
2
月

四
条
繁
栄
会
商
店
街
組
合
か
ら

『
「
心
地
よ
く
歩
け
る
四
条
通
」
の
実
現
に
向
け

た
要
望
書
』提
出

フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
：「
夢
」構
想
段
階
（H
11
～
H
13
）

京
都
市
基
本
構
想
（グ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
）に
お
い
て
「
歩
く
こ
と
が

楽
し
く
な
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
」こ
と
を
示
す

フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
：体
制
強
化
と
本
格
検
討
段
階
（H
18
～
H
22
）

H
1
8
年
５
月

歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
な
か
戦
略
推
進
協
議
会
の
設
置

H
1
9
年
10
月

社
会
実
験
①
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
イ
メ
ー
ジ
を
市
民
と
共
有

＆
課
題
を
抽
出
）

H
2
0
年
４
月

「
交
通
政
策
監
」
及
び
「
歩
く
ま
ち
京
都
推
進
室
」
の
新
設

H
2
2
年
１
月

「
歩
く
ま
ち
・
京
都
」
憲
章
の
制
定
と
「
歩
く
ま
ち
・
京
都
」
総
合
交

通
戦
略
の
策
定
（
四
条
通
整
備
を
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

位
置
付
け
）

H
2
2
年
1
1
月

社
会
実
験
②
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳
細
設
計
に
向
け
た
検
証
）

フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
：都
市
計
画
決
定
～
着
工
段
階

平
成
2
4
年
１
月

都
市
計
画
決
定

平
成
2
6
年
1
1
月

工
事
着
手

●
H
27
年
３
～
４
月

四
条
通
で
渋
滞
発
生

⇒
流
入
抑
制
策
を
実
施

フ
ェ
ー
ズ
Ⅳ
：工
事
・供
用
段
階

H
2
7
年
1
0
月

工
事
完
成

・「
歩
く
ま
ち
・京
都
」総
合
交
通
戦
略
に
お

い
て
、
四
条
通
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル

化
を
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置

づ
け
て
い
る

出
典
：
「
歩
く
ま
ち
・
京
都
」

総
合
交
通
戦
略

●
「
歩
く
ま
ち
・京
都
」
推
進
本
部

の
立
ち
上
げ
と
「
歩
く
ま
ち
京
都

推
進
室
」
の
設
置

・「
歩
く
ま
ち
・京
都
」推
進
本
部
及
び
部

会
・幹
事
会
を
立
上
げ

・そ
の
実
行
部
隊
と
し
て
、
都
市
計
画
局

内
に
「交
通
政
策
担
当
部
署
「歩
く
ま

ち
京
都
推
進
室
」を
平
成
20
年
4月
に

新
設

出
典
：
平
成
2
2
年
度

第
1
回
「
歩
く
ま
ち
・
京
都
」

推
進
会
議
資
料

【
取
組
の
効
果
】

・
歩
行
者
交
通
量
の
増
加
と
歩
き
や

す
さ
の
向
上

・
バ
ス
待
ち
の
快
適
性
や
乗
降
の
し

や
す
さ
の
向
上

な
ど

【
今
後
の
展
望
】

・四
条
通
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
取
組
、
モ

ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施
な
ど
、
「
ひ
と
と

公
共
交
通
優
先
の
交
通
ま
ち
づ
く
り
」の
推
進
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街
路
空
間
再
構
築
・
利
活
用
の
プ
ロ
セ
ス
事
例
集

～
課
題
解
決
・
官
民
連
携
の
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
と
し
た
事
例
紹
介

事
例
③
（
再
構
築
）

宮
城
県
仙
台
市

青
葉
通
（
１
／
２
）

「
街
路
樹
・
道
路
空
間
・
街
並
み
が
一
体
と
な
っ
た
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
の
再
生
」

【
取
組
推
進
に
寄
与
し
た
最
大
の
要
因
】

■
地
下
鉄
建
設
を
契
機
と
し
た
地
元
の
ま
ち
づ
く
り
意
識
の
高
ま
り

B
e
fo
re

A
ft
e
r

①
「杜
の
都
」仙
台
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
青
葉
通
で
は
，
市
営
地
下
鉄
東
西
線
の
建
設
を
契
機
と
し
て
さ
ら
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
，
ケ
ヤ
キ
並
木
・道
路
空
間
・街
並
み
が
一
体
と
な
っ
た
再
整
備
を
実
施

②
車
道
を
３
車
線
か
ら
２
車
線
へ
と
減
少
さ
せ
，
創
出
し
た
空
間
を
沿
道
の
特
性
に
応
じ
て
歩
行
者
滞
留
ス
ペ
ー
ス
や
賑
わ
い
空
間
等

に
再
配
分

③
町
内
会
や
沿
道
企
業
，
商
店
街
振
興
組
合
が
協
議
会
を
設
立
し
，
官
民
が
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

【取
組
デ
ー
タ
】

・事
業
主
体
：仙
台
市

・路
線
名
称
：青
葉
通
線

・路
線
幅
員
：３
６
ｍ
（６
車
線
⇒
４
車
線
）

・取
組
延
長
：約
１
０
０
０
ｍ

・取
組
期
間
：平
成
１
８
年
～
平
成
２
９
年

【
取
組
概
要
】

整
備
前

歩
行
者
滞
留
ス
ペ
ー
ス

賑
わ
い
空
間

整
備
前

整
備
後

整
備
後

整
備
前

歩
行
者
滞
留
ス
ペ
ー
ス

賑
わ
い
空
間

整
備
前

整
備
後

整
備
後

3
.2
5
m
3
.2
5
m
3
.2
5
m

歩
道
7
.7
5
m

2
.5
0
m
3
.0
0
m
3
.0
0
m

走
行
車
線

走
行
車
線

走
行
車
線

走
行
車
線

走
行
車
線

停
車
帯

歩
行
者

滞
留
ス
ペ
ー
ス

1
.7
5
m

整
備
前

整
備
後

歩
道
6
.0
0
m

（
自
転
車
・
歩
行
者
）

3
.2
5
m
3
.2
5
m
3
.2
5
m

歩
道
7
.7
5
m

2
.5
0
m
3
.0
0
m
3
.0
0
m

走
行
車
線

走
行
車
線

走
行
車
線

走
行
車
線

走
行
車
線

停
車
帯

歩
行
者

滞
留
ス
ペ
ー
ス

1
.7
5
m

整
備
前

整
備
後

歩
道
6
.0
0
m

（
自
転
車
・
歩
行
者
）

市
民
意
見

青
葉
通
再
生
基
本
構
想
検
討
委
員
会

学
識
経
験
者

商
店
街
振
興
組
合

警
察

青 葉 通 の 再 生 に 向 け て

青
葉
通
の
将
来
像

市 へ 提 言

H
1
7
.3

ケ
ヤ
キ
並
木
の
再
生
を
め
ざ
し
青
葉
通
の
将
来
像
に
つ
い
て
検
討

ケ
ヤ
キ
並
木
，
道
路
空
間
，
街
並
み

の
３
つ
の
要
素
を
一
体
的
に
捉
え
，

再
整
備
を
め
ざ
す 再
整
備

道
路

空
間

ケ
ヤ
キ

並
木

街
並
み

青 葉 通 再 生 基 本 構 想

H
1
8
.3

市
民

■
H
1
6
.1
0
月

市
民
意
識
調
査

■
H
1
7
.2
月

市
広
報
紙
「
市
政
だ
よ
り
」で
市
民
意
見
募
集

意
見
反
映

・ ・
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【
取
組
プ
ロ
セ
ス
】

取
組
に
至
っ
た
き
っ
か
け
：

・
地
下
鉄
工
事
で
影
響
を
受
け
る
ケ
ヤ
キ
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
検
討
を
開
始
（H
14
年
）

「青
葉
通
ケ
ヤ
キ
街
路
樹
等
に
関
す
る
方
針
」決
定
（H
15
年
）

【
取
組
の
工
夫
例
】

●
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ケ
ヤ
キ
を
尊
重
す
る
姿
勢
で
合
意
形
成

街
路
空
間
再
構
築
・
利
活
用
の
プ
ロ
セ
ス
事
例
集

～
課
題
解
決
・
官
民
連
携
の
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
と
し
た
事
例
紹
介

事
例
③
（
再
構
築
）

宮
城
県
仙
台
市

青
葉
通
（
２
／
２
）

フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
：基
本
構
想
策
定
段
階
（H
15
～
H
17
）

青
葉
通
再
生
基
本
構
想
検
討
委
員
会
よ
り
市
へ
基
本
構
想

（案
）
提
出

●
H
22
年

「青
葉
通
再
生
計
画
」策
定

●
H
18
年

市
民
も
巻
き
込
み
「
青
葉
通
再
生
基
本

構
想
」
に
よ
り
将
来
像
を
提
示

フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
：
ケ
ヤ
キ
並
木
・
道
路
空
間
・
街
並
み
の
各
担
当
課

に
よ
る
再
生
計
画
策
定
段
階
（H
19
～
H
20
）

基
本
設
計
や
地
元
と
の
街
並
み
ル
ー
ル
づ
く
り

フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
：地
元
・関
係
機
関
協
議
段
階
（H
24
）

地
元
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
警
察
等
と
道
路
空
間
の
再
配

分
に
つ
い
て
調
整

フ
ェ
ー
ズ
Ⅳ
：工
事
・供
用
段
階
（H
25
～
H
29
工
事
完
成
）

・「
杜
の
都
」仙
台
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ケ
ヤ
キ
並
木
を
大
切
に
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
や
整
備
案
と
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
理
解
を
得
た

●
整
備
区
間
を
３
種
類
に
区
分
し
断
面
を
決
定

回
遊
性

（
歩
道
拡
幅
）

タ
ク
シ
ー
・
荷
捌
き

（
停
車
帯
設
置
）

自
動
車
交
通
の
整
流
化

（
右
折
レ
ー
ン
設
置
）

一
般
部

○
○

－

交
差
点
部

－
－

○

賑
わ
い
空
間

○
－

－

機
能

区
間

一
般
部
：
タ
ク
シ
ー
や
荷
捌
き
車
両
の
停
車
帯
を
で
き
る
限

り
確
保
し
つ
つ
歩
道
の
拡
幅
部
分
を
利
用
し
て
、

歩
行
者
が
停
車
帯
か
ら
安
全
に
乗
降
し
滞
留
で
き

る
空
間
を
確
保
す
る

交
差
点
部
：
交
差
点
に
は
原
則
と
し
て
右
折
レ
ー
ン
を
設
け
、

自
動
車
交
通
の
整
流
化
を
図
る

賑
わ
い
空
間
：
車
線
減
少
分
す
べ
て
を
歩
行
者
空
間
に
配

分
し
、
歩
行
者
の
回
遊
性
を
高
め
る

【
取
組
の
効
果
】

・
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
活
性
化
に

向
け
た
取
り
組
み
へ
と
発
展
（
青
葉

通
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
）

【
今
後
の
展
望
】

・
青
葉
通
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
は
じ
め
と
し
た
地
域

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
青
葉
通
の
に
ぎ
わ
い
創

出
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
推
進

青
葉
通
再
生
基
本
構
想
検
討
委
員
会

学
識
経
験
者

商
店
街
振
興
組
合

警
察

青 葉 通 の 再 生 に 向 け て

市 へ 提 言

H
1
7
.3

ケ
ヤ
キ
並
木
の
再
生
を
め
ざ
し
青
葉
通
の
将
来
像
に
つ
い
て
検
討

青 葉 通 再 生 基 本 構 想

H
1
8
.3

市
民

・ ・

停
車
帯
設
置

歩
道
拡
幅

右
折
レ
ー
ン
設
置

歩
道
拡
幅

自
転
車
・歩
行
者

交
差
点
部

一
般
部

賑
わ
い
空
間

自
転
車
・歩
行
者

自
転
車
・歩
行
者

停
車
帯

走
行
車
線

走
行
車
線

走
行
車
線

走
行
車
線

右
折
車
線

走
行
車
線

走
行
車
線

滞
留
ス
ペ
ー
ス

滞
留

ス
ペ
ー
ス
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街
路
空
間
再
構
築
・
利
活
用
の
プ
ロ
セ
ス
事
例
集

～
課
題
解
決
・
官
民
連
携
の
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
と
し
た
事
例
紹
介

事
例
④
（
再
構
築
）

愛
媛
県
松
山
市

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
街
（
１
／
２
）

「
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
街
の
空
間
改
変
と
道
路
景
観
整
備
」

【取
組
推
進
に
寄
与
し
た
最
大
の
要
因
】

■
地
元
の
道
路
整
備
に
対
す
る
機
運
の
醸
成

B
ef
o
re

A
ft
er

①
車
道
を
２
車
線
か
ら
１
車
線
へ
と
減
少

②
社
会
実
験
を
実
施
す
る
こ
と
で
将
来
の
姿
を
一
時
的
に
体
験

③
街
路
整
備
だ
け
で
な
く
沿
道
の
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
協
定
と
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
締
結

④
地
元
の
想
い
応
え
る
に
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
存
在

【取
組
デ
ー
タ
】

・事
業
主
体
：松
山
市

・路
線
名
称
：（
都
）大

街
道
河
原
町
線

市
道
一
番
町
東
雲
線

・路
線
幅
員
：１
２
ｍ
（１
車
線
）

・取
組
延
長
：５
０
０
ｍ

・取
組
期
間
：平
成
１
４
年
～
平
成
１
８
年

【
取
組
概
要
】

整
備
後

整
備
後
（夜
間
照
明
）

社
会
実
験
中
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●
地
元
の
強
い
想
い
を
専
門
家
（
デ
ザ
イ
ナ
ー
）
が

設
計
案
で
応
え
た

●
設
計
意
図
の
一
貫
性
を
確
保
す
る
た
め
舗
装
の

試
験
施
工
実
施

【
取
組
プ
ロ
セ
ス
】

取
組
の
必
要
性
の
高
ま
り
（瀬
戸
内
三
橋
時
代
の
到
来
な
ど
）

フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
：道

路
景
観
整
備
検
討
委
員
会
に
よ
る
基
本
計
画

策
定
段
階
（H
８
～
10
頃
）

フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
：
地
元
協
議
会
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
策
定
段
階
（H
12
～
15
頃
）

●
平
成
１
１
年

電
線
共
同
溝
整
備
道
路
の
指
定

●
平
成
１
５
年
秋
の
５
日
間
「
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
通
り

歩
い
て
楽
し
モ
ー
ル
実
験
」（
社
会
実
験
）実
施

（実
験
に
よ
る
成
功
体
験
を
共
有
）

フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
：道

路
景
観
整
備
協
議
会
に
よ
る
地
元
協
議
段
階

（H
16
～
17
年
）

フ
ェ
ー
ズ
Ⅳ
：工
事
・供
用
段
階

●
協
議
会
を
通
じ
て
地
元
が
街
路
整
備
の
目
的
や

理
念
を
理
解
し
た
こ
と
で
、
地
元
が
歩
道
舗
装
を

自
主
的
に
修
復
す
る
た
め
修
復
用
の
レ
ン
ガ
を

地
元
自
ら
が
ス
ト
ッ
ク
す
る
体
制
を
確
立

【
取
組
の
工
夫
例
】

●
社
会
実
験
に
よ
る
成
功
体
験
の
共
有

【実
験
の
主
体
】

歩
い
て
楽
し
モ
ー
ル
社
会
実
験
実
行
委

員
会
（
地
元
商
店
街
・
各
業
界
団
体
等
で
構
成
。

事
務
局
は
松
山
市
）

【期
間
】

H
1
5年
1
0～
1
1月
の
５
日
間

【結
果
概
要
】

・歩
行
者
量
の
増
加

・自
動
車
速
度
の
低
下

社
会
実
験
で
成
功
体
験
を
共
有
で
き

た
こ
と
で
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
へ
進
む
合
意

形
成
が
な
さ
れ
た

●
地
元
の
強
い
想
い
に
応
え
る
専
門
家
（デ
ザ
イ
ナ
ー
）
の
存
在

・
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
通
り
の
当
初
の
設
計
案
は
一
般
的
な
設
計
内
容
に
と

ど
ま
り
、
地
元
か
ら
は
低
い
評
価

・
そ
こ
で
専
門
家
（
デ
ザ
イ
ナ
ー
）を
活
用
し
た
検
討
体
制
を
構
築

・
こ
の
専
門
家
に
よ
る
設
計
案
は
、
地
元
の
整
備
に
対
す
る
強
い
想
い

に
応
え
た
も
の
と
し
て
地
元
と
の
信
頼
関
係
が
で
き
た

地
元
が
自
ら
道
路
の
補

修
管
理
を
す
る
体
制
の

確
立
へ
と
繋
が
っ
た

（
修
復
用
の
レ
ン
ガ
を
地
元

自
ら
ス
ト
ッ
ク
し
、
修
復
）

【
取
組
の
効
果
】

・沿
道
の
営
業
店
舗
数
上
昇

・地
価
上
昇

・観
光
促
進

な
ど

【
今
後
の
展
望
】

・
地
元
商
店
街
に
お
い
て
、
休
日
に
歩
行
者
天

国
と
し
た
い
意
向
が
あ
り
、
市
が
補
助
金
を
出

し
て
毎
月
１
回
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る

約 １ ０ 年 の 継 続 し た 取 組 に よ り 地 元 の 道 路 整 備 に 対 す る 機 運 が 次 第 に 上 昇

街
路
空
間
再
構
築
・
利
活
用
の
プ
ロ
セ
ス
事
例
集

～
課
題
解
決
・
官
民
連
携
の
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
と
し
た
事
例
紹
介

事
例
④
（
再
構
築
）

愛
媛
県
松
山
市

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
街
（
２
／
２
）
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街
路
空
間
再
構
築
・
利
活
用
の
プ
ロ
セ
ス
事
例
集

～
課
題
解
決
・
官
民
連
携
の
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
と
し
た
事
例
紹
介

事
例
⑤
（
利
活
用
）

宮
城
県
仙
台
市

定
禅
寺
地
区
（
１
／
２
）

「
け
や
き
並
木
を
生
か
し
た
文
化
の
薫
る
街
づ
く
り
」

■
地
元
関
係
者
を
中
心
に
設
立
し
た
組
織
と
行
政
と
の
協
働

に
よ
る
事
業
推
進

整
備
前
の
通
り
の
様
子

（そ
の
後
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
行
っ
た
）

利
活
用
時

①
道
路
空
間
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
（「
緑
の
回
廊
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
掲
げ

賑
わ
い
創
出
や
景
観
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
）

②
市
民
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
に
よ
る
定
禅
寺
通
の
利
活
用
（利
活
用
方

策
に
つ
い
て
の
地
域
連
携
の
検
討
組
織
を
立
ち
上
げ
、
市
民
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
組
織
に
よ
る
新
た
な
定
禅
寺
通
の
利
活
用
方
策
を
実
施
）

【取
組
デ
ー
タ
】

・事
業
主
体
：仙
台
市

・路
線
名
称
：市
道

定
禅
寺
通
線

・路
線
幅
員
：4

6
ｍ
（6
車
線
）

・取
組
延
長
：7

1
0
ｍ
（既
取
組
区
間
）

・取
組
期
間
：平
成

2
年
度
～
現
在

【取
組
推
進
に
寄
与
し
た
最
大
の
要
因
】

【
取
組
概
要
】

中
央
緑
道
に
お
け
る

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

※
基
本
的
な
断
面
構
成
は
整
備
前
後
で

変
更
な
し

定
禅
寺
ス
ト

リ
ー
ト
ジ
ャ
ズ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

仙
台
国
際

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

仙
台
・青
葉

ま
つ
り

10



街
路
空
間
再
構
築
・
利
活
用
の
プ
ロ
セ
ス
事
例
集

～
課
題
解
決
・
官
民
連
携
の
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
と
し
た
事
例
紹
介

事
例
⑤
（
利
活
用
）

宮
城
県
仙
台
市

定
禅
寺
地
区
（
２
／
２
）

【
取
組
プ
ロ
セ
ス
】

【
利
活
用
の
推
進
体
制
】

■
運
用
時
の
体
制

【
工
夫
し
た
点
】

取
組
の
必
要
性
の
高
ま
り

・
S
59
年

新
幹
線
開
業
、
地
下
鉄
建
設
、
商
業
立

地
の
変
化
等
を
背
景
に
商
業
近
代
化
地
域
計
画

を
策
定

・
S
63
年

定
禅
寺
通
り
街
づ
く
り
協
議
会
の
設
立

（町
内
会
や
商
店
街
の
会
長
を
構
成
員
に
窓
口
を

一
本
化
し
て
組
織
）

フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
：定
禅
寺
通
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

・
H
11
年

定
禅
寺
通
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
整
備
事
業

着
工

・H
13
年

工
事
完
成

フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
：定

禅
寺
通
の
利
活
用
の
検
討
・実
施

・H
13
年

定
禅
寺
通
利
活
用
方
策
庁
内
検
討
会

・H
14
年

定
禅
寺
通
利
活
用
方
策
検
討
委
員
会

・
H
15
年

社
会
実
験
（
４
月
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
、
９
月

ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
際
に
一
部

区
間
の
交
通
規
制
を
伴
う
社
会
実
験
を
実
施
）

●
定
禅
寺
通
の
利
活
用
を
推
進
す
る
こ
と

を
市
が
意
思
決
定

フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
：イ
ベ
ン
ト
等
継
続
実
施
（現
在
）

・
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
の
イ
ベ
ン

ト
を
継
続
実
施

■
定
禅
寺
通
利
活
用
方
策
検
討
委
員
会
（H
14
年
度
）で
と
り
ま
と
め
た
内
容
を
ベ
ー
ス
に
、
市
民

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
（ハ
ロ
ー
定
禅
寺
村
）が
運
営
規
約
に
て
、
会
計
や
イ
ベ
ン
ト
企
画
・運
営
に

関
す
る
取
決
め
を
行
い
、
実
施
し
て
い
る

⇒
各
種
許
可
手
続
き
に
関
す
る
行
政
窓
口
を
一
本
化

※
近
年
は
利
活
用
団
体
の
固
定
化
な
ど
新
た
な
課
題
を
抱
え
て
い
る

【
取
組
の
効
果
】

■
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（第
13
回
）に
て
交
通
規
制
を
伴
う
社
会
実
験
を
実
施
し
た
結

果
、
安
心
し
て
ゆ
っ
た
り
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
な
り
前
年
よ
り
大
幅
に
観
光
客
数
が
増
加

【
今
後
の
展
開
】

■
道
路
空
間
の
再
構
成
や
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
導
入
な
ど
の
活
性
化
事
業
を
行
い
、
ま
ち
な
か

の
人
の
回
遊
性
を
高
め
る
こ
と
で
、
仙
台
が
よ
り
一
層
多
く
の
人
々
を
魅
了
す
る
活
力
あ
る
都
市

と
な
る
こ
と
を
目
指
す

11



街
路
空
間
再
構
築
・
利
活
用
の
プ
ロ
セ
ス
事
例
集

～
課
題
解
決
・
官
民
連
携
の
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
と
し
た
事
例
紹
介

事
例
⑥
（
利
活
用
）

大
阪
府
大
阪
市

な
ん
ば
駅
周
辺
地
区
（
１
／
２
）

駅
前
空
間
の
広
場
化
・
駅
周
辺
地
区
の
道
路
空
間
再
編

■
な
ん
ば
駅
周
辺
の
町
会
、
商
店
街
、
企
業
で
構
成
す
る
「な
ん
ば

安
全
安
心
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」の
発
足

他

①
な
ん
ば
駅
周
辺
道
路
空
間
再
編
社
会
実
験
の
実
施
（
H

2
8
年

1
1
月

1
1
日
～

1
3
日
）

・道
路
空
間
の
再
編
に
よ
る
人
中
心
の
空
間
づ
く
り

・観
光
客
・来
街
者
に
対
す
る
も
て
な
し
、
ま
ち
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
試
行

・交
通
機
能
の
再
編
（タ
ク
シ
ー
乗
降
場
を
移
設
）

②
社
会
実
験
を
踏
ま
え
た
空
間
再
編
、
地
元
に
よ
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（予
定
）

【取
組
デ
ー
タ
】

・事
業
主
体
：大
阪
市

・路
線
名
称
：市
道
南
北
線

・施
工
予
定
面
積
：約

4
,0

0
0
㎡

（広
場
化
部
分
：約

2
,0

0
0
㎡
）

・道
路
再
編
予
定
区
間
：約

2
5

0
ｍ

（現
況
最
大

3
車
線
→
再
編
後

1
車
線
）

・取
組
期
間
：平
成

3
0
年
～
事
業
着
手

予
定

【取
組
推
進
に
寄
与
し
た
最
大
の
要
因
】

【
取
組
概
要
】

平
常
時

利
活
用
時

（
実
験
時
）

社
会
実
験
と
し
て

歩
行
者
広
場
空
間
化
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地
元
エ
リ
マ
ネ
団
体

 

法
人
組
織
の
設
立
に

 
向
け
て
検
討
中

 
調
整

 

将
来
像
の
共
有

 
連
携
し
て
検
討

 
大
阪
市

 

都
市
計
画
局

 
開
発
計
画
課
（
事
業
主
体
） 

道
路
空
間
再
編

 
広
場
化

 
事
業
費
の

 
一
部
負
担

 

広
場
の

 
利
活
用
と

 
維
持
管
理

 

大
阪
市
建
設
局

 
（
道
路
管
理
者
）

 

【
基
本
計
画
策
定
時
の
検
討
メ
ン
バ
ー
】

 
な
ん
ば
駅
前
広
場
空
間
利
用
検
討
会
（
平
成

2
7
年

1
2
月
設
立
）

 

（
座
長
：
大
阪
商
工
会
議
所

 
都
市
活
性
化
委
員
会

 
副
委
員
長

 
橋
爪
紳
也
）

 
 ・
有
識
者

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
・
大
阪
市
（
経
済
戦
略
局
）

 
・
大
阪
観
光
局

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
・
大
阪
市
中
央
区
南
商
店
会
連
合

 
・
大
阪
府
（
住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
）

 
 

 
 

 
 
・
ミ
ナ
ミ
ま
ち
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 
・
大
阪
商
工
会
議
所
【
事
務
局
】

 
（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）

 
・
大
阪
市
（
建
設
局
、
中
央
区
役
所
、
浪
速
区
役
所
）

 

街
路
空
間
再
構
築
・
利
活
用
の
プ
ロ
セ
ス
事
例
集

～
課
題
解
決
・
官
民
連
携
の
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
と
し
た
事
例
紹
介

事
例
⑥
（
利
活
用
）

大
阪
府
大
阪
市

な
ん
ば
駅
周
辺
地
区
（
２
／
２
）

【
取
組
プ
ロ
セ
ス
】

【
利
活
用
の

推
進
体
制
】

官
民
連
携
の
き
っ
か
け

・
H
27
年
４
月
、
地
元
協
議
会
よ
り
「
な
ん
ば
駅
周
辺
ま
ち
づ
く

り
構
想
具
現
化
案
」「
要
望
書
」が
提
出

■
利
活
用
検
討

時
の
体
制

（
現
在
は
ま
だ
検

討
段
階
で
あ
り
運

用
段
階
に
は
至
っ

て
い
な
い
）

フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ

官
民
で
連
携
し
た
検
討
段
階

・
H
27
年
12
月

官
民
合
同
の
組
織
で
あ
る
「
な
ん
ば
駅
前
広

場
空
間
利
用
検
討
会
の
設
置
」

・
H
29
年
3
月

「
な
ん
ば
駅
周
辺
道
路
空
間
の
再
編
に
係
る
基
本
計

画
」策
定
（検
討
会
）

【
工
夫
し
た
点
】

●
H
28
年
11
月

「
な
ん
ば
駅
周
辺
道
路
空
間
再
編
社

会
実
験
」実
施

（
主
催
：
な
ん
ば
駅
周
辺
道
路
空
間
再
編
社
会
実
験
実

行
委
員
会
）

〈
地
元
協
議
会
、
大
阪
市
、
大
阪
府
、
大
阪
商
工
会
議

所
で
構
成
〉

フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ

基
本
計
画
を
も
と
に
実
現
に
向
け
た
す
り
合
わ

せ
段
階
（現
在
）

・
H
29
年
度

基
本
計
画
を
も
と
に
、
実
現
に
向
け
て
関
係
機

関
等
と
協
議
（
地
元
協
議
会
、
大
阪
市
、
大
阪
府
、
大
阪
商

工
会
議
所
で
連
携
）

フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ

事
業
着
手
（今
後
）

・H
30
年
度

広
場
化
、
空
間
再
編
に
か
か
る
設
計

・H
31
年
度

工
事
着
手
（予
定
）

■
地
元
の
主
体
的
な
関
与

・地
元
協
議
会
の
設
立

・平
成
2
8
年
1
1
月
実
施
の
社
会
実
験
に
係
る
運
営
費
の
大
部
分
を
、
地
元
分
担
金
・周
辺

企
業
協
賛
金
に
よ
り
捻
出
（大
阪
市
は
交
通
量
調
査
費
の
一
部
を
負
担
）

・事
業
費
の
一
部
を
地
元
協
議
会
が
負
担

■
社
会
実
験
の
実
施
に
よ
る
実
現
性
の
検
証
、
将
来
像
の
共
有

・空
間
再
編
に
対
す
る
利
用
者
評
価
の
把
握
（約

9
割
が
好
意
的
評
価
）

・駅
前
広
場
に
お
け
る
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
（憩
い
・く
つ
ろ
げ
る
空
間
、
周
辺
観
光
情
報

の
発
信
）

・空
間
再
編
の
実
現
性
（周
辺
道
路
の
交
通
規
制
変
更
に
伴
う
大
き
な
交
通
影
響
は
無
し
）

【
今
後
の
展
望
】

■
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
か
ら
の
広
場
の
育
成

・利
活
用
開
始
後
数
年
間
は
、
仮
設
的
な
設
え
で
実
験
的
運
用
を
行
い
段
階
的
に
整
備

し
、
な
ん
ば
駅
前
広
場
を
目
指
す
姿
に
育
て
あ
げ
て
い
く
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車
道

建
築
限
界

確
保

パ
ー
ク
レ
ッ
ト

歩
行
帯

3
.4
m

4
m
以
上
確
保

3
m

0
.2
5
m
以
上

照
明
柱

▽
官
民
境
界

街
路
空
間
再
構
築
・
利
活
用
の
プ
ロ
セ
ス
事
例
集

～
課
題
解
決
・
官
民
連
携
の
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
と
し
た
事
例
紹
介

事
例
⑦
（
利
活
用
）

兵
庫
県
神
戸
市

三
宮
中
央
通
り
（
１
／
２
）

K
O
B
E
パ
ー
ク
レ
ッ
ト
設
置
の
取
組
み

■
道
路
管
理
者
に
よ
る
道
路
の
リ
デ
ザ
イ
ン
の
推
進

■
継
続
的
な
地
域
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
気
運

①
道
路
管
理
者
に
よ
る
休
憩
施
設
の
設
置

道
路
の
リ
デ
ザ
イ
ン
の
一
環
と
し
て
、
憩
い
や
賑
わ
い
機
能
の
創
出
の
新
た
な
取
組
み
と
し
て
、
地
域
と
の
協
働
に
よ
り
社
会

実
験
を
実
施

②
公
共
空
間
に
お
け
る
賑
わ
い
機
能
創
出
の
場
と
し
て
の
活
用

公
共
空
間
の
活
用
の
場
と
し
て
、
公
共
性
の
高
い
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
道
路
空
間
を
解
放
し
、
地
域
の
賑
わ
い
創
出
に
つ
な
げ
た

【取
組
デ
ー
タ
】

・事
業
主
体
：三
宮
中
央
通
り
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
・神
戸
市

・路
線
名
称
：三
宮
中
央
通
り

・路
線
幅
員
：２
５
ｍ

（東
側
一
方
通
行

3
車
線
）

・取
組
延
長
：約

1
2
ｍ
×

3
箇
所

・取
組
期
間
：平
成
２
７
年
～

【取
組
推
進
に
寄
与
し
た
最
大
の
要
因
】

【
取
組
概
要
】パ

ー
ク
レ
ッ
ト
設
置
後
の
状
況

芝
生
広
場
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
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街
路
空
間
再
構
築
・
利
活
用
の
プ
ロ
セ
ス
事
例
集

～
課
題
解
決
・
官
民
連
携
の
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
と
し
た
事
例
紹
介

事
例
⑦
（
利
活
用
）

兵
庫
県
神
戸
市

三
宮
中
央
通
り
（
２
／
２
）

【
取
組
プ
ロ
セ
ス
】

【
利
活
用
の

推
進
体
制
】

■
利
活
用
検
討
時
の
体
制

（現
在
は
ま
だ
検
討
段
階
で
あ
り
運
用
段
階
の
体
制
は
検
討
中
）

【
工
夫
し
た
点
】

・協
議
会
と
密
接
な
関
係
を
築
く
た
め
に
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
役
員
定
例
会
に
参
加

・定
例
会
で
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
役
員
か
ら
各
沿
道
店
舗
へ
説
明
を
し
て
い
た
だ
い
た
た

め
、
合
意
が
ス
ム
ー
ズ
と
な
っ
た

・「
管
理
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
協
働
で
作
成
し
、
想
定
さ
れ
る
リ
ス
ク
や
有
事
の
対
応
を
共
有

・ま
ち
づ
く
り
当
初
か
ら
関
わ
っ
て
い
る
神
戸
芸
術
工
科
大
学
に
社
会
実
験
の
ア
ド
バ
イ
ス
や

KO
B
Eパ
ー
ク
レ
ッ
ト
本
体
の
デ
ザ
イ
ン
を
依
頼

【
今
後
の
展
望
】

■
K
O
B
E
パ
ー
ク
レ
ッ
ト
壁
面
を
活
用
し
た
広
告
占
用
に
よ
る
協
賛
金
に
て
、
地
域
に
よ
る

持
続
可
能
な
日
常
管
理
・活
用
の
実
現

フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
：地
域
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
気
運
の
高
ま
り

・H
13

三
宮
中
央
通
り
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
発
足

・
H
1
7
市
と
協
議
会
で
道
路
管
理
活
用
協
定
を
締
結
し
、
地

元
に
よ
る
積
極
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
施

・H
18
～

協
議
会
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
本
格
実
施

●
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
継
続
開
催
を
決
定
。
気
運
を

醸
成
し
、
地
域
主
導
の
取
組
へ
繋
げ
る

フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
：都
心
に
お
け
る
道
路
の
リ
デ
ザ
イ
ン
の
推
進

・H
27
年
12
月

市
か
ら
協
議
会
に
パ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
提
案

・
H
28
年
10
月

K
O
B
E
パ
ー
ク
レ
ッ
ト
社
会
実
験
（
3
基
設
置

の
効
果
検
証
）

フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
：持
続
可
能
な
地
域
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
ス
タ
ー
ト

・
H
29
年

4
月
～

社
会
実
験
の
検
証
を
踏
ま
え
、
継
続
設
置

（3
基
の
う
ち
、
1
基
移
設
）

・
H
29
年
10
月

K
O
B
E
パ
ー
ク
レ
ッ
ト
壁
面
を
活
用
し
た
広
告

事
業
の
試
行

・
H
30
年
2
月

京
町
筋
（
旧
居
留
地
内
）
に
お
い
て
1
基
設

置 現
在
に
至
る

【
取
組
の
効
果
】

■
実
験
中
（
H
28
年
11
月
）の
調
査
で
は
利
用
者
か
ら
非
常
に
良
い
評
価

●
H
26
年

市
建
設
局
職
員
が
米
国
視
察
（
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
等
）に
よ
り
、
パ
ー
ク
レ
ッ
ト
等
の
手
法

の
調
査

15



街
路
空
間
再
構
築
・
利
活
用
の
プ
ロ
セ
ス
事
例
集

～
課
題
解
決
・
官
民
連
携
の
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
と
し
た
事
例
紹
介

事
例
⑧
（
利
活
用
）

愛
媛
県
松
山
市

花
園
町
通
り
（
１
／
２
）

賑
わ
い
と
交
流
を
育
む
「
広
場
を
備
え
た
道
路
」

■
社
会
実
験
に
よ
る
地
元
と
の
合
意
形
成

■
東
通
り
の
ア
ー
ケ
ー
ド
撤
去
、
フ
ァ
サ
ー

ド
整
備
の
支
援

【取
組
デ
ー
タ
】

・事
業
主
体
：松
山
市

・路
線
名
称
：市
道
花
園
町
線

(都
)花
園
町
線

・路
線
幅
員
：約
４
０
ｍ
（２
車
線
）

・取
組
延
長
：２
５
０
ｍ

・取
組
期
間
：平
成
２
３
年
～
平
成
２
９
年

【取
組
推
進
に
寄
与
し
た
最
大
の
要
因
】

【
取
組
概
要
】

■
歩
行
者
・自
転
車
へ
の
配
慮

■
自
然
素
材
の
使
用

■
建
物
･道
路
が
一
体
と
な
っ
た
景
観
の
形
成

■
人
の
活
動
の
促
進

■
歴
史
と
文
化
を
感
じ
る
空
間

B
ef
o
re

A
ft
er

２
車
線

１
車
線

＋
自
転
車
道
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街
路
空
間
再
構
築
・
利
活
用
の
プ
ロ
セ
ス
事
例
集

～
課
題
解
決
・
官
民
連
携
の
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
と
し
た
事
例
紹
介

事
例
⑧
（
利
活
用
）

愛
媛
県
松
山
市

花
園
町
通
り
（
２
／
２
）

【
取
組
プ
ロ
セ
ス
】

【
利
活
用
の
推
進
体
制
】

【
工
夫
し
た
点
】

■
本
事
業
は
、
市
か
ら
提
案

し
た
事
業
で
あ
っ
た
た
め
合

意
形
成
は
難
航
が
予
想
さ

れ
た

■
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

渋
滞
の
検
証
や
模
型
づ
く
り
、

交
通
社
会
実
験
、
賑
わ
い

づ
く
り
社
会
実
験
な
ど
、
熱

心
に
地
元
協
議
を
続
け
た

【
今
後
の
展
望
】

■
「お
城
下
マ
ル
シ
ェ
花
園
」の
拡
充

月
１
回
マ
ル
シ
ェ
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
元
で
は
今
後
、
開
催
拡
充
も
検
討

■
道
路
占
用
、
維
持
管
理
の
仕
組
み
づ
く
り

将
来
的
に
は
、
地
元
が
出
店
者
か
ら
料
金
を
徴
収
す
る
な
ど
、
道
路
空
間
を
使
っ
て
稼
ぐ

仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
を
地
元
と
検
討
中

取
組
の
背
景

・通
行
量
の
減
少
や
空
き
店
舗
の
増
加
、
放
置
自
転
車
増
加

・
一
方
30
年
前
に
は
1.
5
万
台
だ
っ
た
自
動
車
交
通
量
が
、
片

側
1車
線
で
も
処
理
で
き
る
8千
台
ま
で
減
少

↓
・
H
23
年
３
月

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
花
園
町

通
り
の
道
路
空
間
の
再
配
分
を
計
画

●
H
24

社
会
実
験
の
実
施

【
取
組
の
効
果
】

■
歩
行
者
通
行
量
の
増
加

■
地
価
の
上
昇
等

フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
：
社
会
実
験
に
向
け
た
地
元
や
関
係
者
と
の
検

討
･協
議
の
段
階

・
H
23
～
24

地
元
説
明
会
、
み
ん
な
で
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
花
園
町
通
り
空
間
改
変
事
業
懇
談
会
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
実
施

フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
：
関
係
者
と
の
基
本
計
画
の
合
意
に
向
け
た
す
り

合
わ
せ
の
段
階

・
H
24
～
H
25

町
内
役
員
会
や
戸
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
説
明
や

意
見
聴
取
を
行
い
、
整
備
案
を
修
正
し
な
が
ら
理
解
を
求
め
た

フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
：街
路
・沿
道
デ
ザ
イ
ン
の
検
討
段
階

・H
2
6～
2
7
ア
ー
ケ
ー
ド
撤
去
後
の
沿
道
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

地
元
で
協
議
を
重
ね
、
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

フ
ェ
ー
ズ
Ⅳ
：整
備
段
階
（H
28
.2
～
H
29
.9
）
現
在
に
至
る

●
H
27

ｱ
ｰ
ｹ
ｰ
ﾄﾞ
撤
去
、
ﾌ
ｧ
ｻ
ｰ
ﾄﾞ
整
備
支
援
要
望

 

協
議

 
説
明

 
意
見
聴
取

 

花
園
町
通
り
 

に
ぎ
わ
い
創
出
実
行
委
員
会

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 

・
地
元
商
店
街

 
・
地
元
事
業
者

 
・
学
生

 
・
各
市
民
団
体

 
な
ど

 

花
園
町
通
り
 

空
間
改
変
事
業
懇
談
会
 

・
学
識
経
験
者

 
・
国

 
・
警
察

 
・
交
通
事
業
者

 
・
各
市
民
団
体

 
・
地
元
代
表
者

 
な
ど

 

交 通 管 理 者  

花
園
町
東
通
り
 

商
店
街
組
合
（
町
内
会
）

 

花
園
町
西
通
り
 

商
店
街
振
興
組
合

 

意
見
聴
取

 

協
議

 

松
山
市
 

庁
内
検
討
委
員
会
 

・
副
市
長

 
・
都
市
整
備
部

 
・
理
財
部

 
・
総
合
政
策
部

 
・
保
健
福
祉
部

 
・
環
境
部

 
・
産
業
経
済
部

 
な
ど

 

庁
内
意
思
決
定

 

案
 

Ｕ
Ｄ
Ｃ
Ｍ

 

作
業
部
会
 

（
関
係
各
課
）
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街
路
空
間
再
構
築
・
利
活
用
の
プ
ロ
セ
ス
事
例
集

～
課
題
解
決
・
官
民
連
携
の
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
と
し
た
事
例
紹
介

事
例
⑨
（
利
活
用
）

静
岡
県
静
岡
市

（
都
）
青
葉
通
線
（
１
／
２
）

「
空
間
の
利
活
用
に
向
け
た
プ
レ
イ
ス
メ
イ
キ
ン
グ

～
青
葉
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
を
み
ん
な
の
リ
ビ
ン
グ
に
～
」

■
A
.P
.S
.推
進
会
議
に
よ
る
空
間
改
善
の
ア
イ
デ
ア
提
案

①
短
期
的
・実
践
的
な
取
組
と
し
て
プ
レ
イ
ス
メ
イ
キ
ン
グ
・ア
ク
シ
ョ
ン
を
実
施

②
将
来
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
団
体
が
企
画
運
営
を
担
う
こ
と
で
担
い
手
を
育
成

③
専
門
家
と
し
て

A
.P

.S
.推
進
会
議
が
プ
レ
イ
ス
メ
イ
キ
ン
グ
・ア
ク
シ
ョ
ン
の
際
の
空
間
デ
ザ
イ
ン
や
講
演
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

の
企
画
の
協
力
者
と
し
て
参
画

【取
組
デ
ー
タ
】

・事
業
主
体
：静
岡
市

・路
線
名
称
：（
都
）青
葉
通
線

（青
葉
ｼ
ﾝ
ﾎ
ﾞﾙ
ﾛ
ｰ
ﾄﾞ
事
業
）

・路
線
幅
員
：3

6
ｍ
（う
ち
緑
地

1
8
ｍ
）

・取
組
延
長
：約

5
0

0
ｍ

・取
組
期
間
：平
成

2
6
年
度
～
現
在

【取
組
推
進
に
寄
与
し
た
最
大
の
要
因
】

【
取
組
概
要
】

36
,0
0
0

4
,0
00

4
,0
00

歩
道

車
道

車
道

歩
道

緑
地

5
,0
00

18
,0
0
0

5
,0
00

※
A
.P
.S
.推
進
会
議
（
A
c
ti
o
n
fo
r
P
u
pl
ic

S
pa
c
e
）
＝
（
公
社
）
日
本
都
市
計
画
学
会

の
分
科
会
活
動

※
プ
レ
イ
ス
メ
イ
キ
ン
グ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
：
プ
レ

イ
ス
メ
イ
キ
ン
グ
の
視
点
に
立
ち
、
将
来
的

な
整
備
や
恒
常
的
な
利
用
を
見
据
え
て
実

際
の
空
間
を
活
用
し
た
試
行
的
な
取
組
。

平
常
時

利
活
用
時
（
実
験
時
）

プ
レ
イ
ス
メ
イ
キ
ン
グ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
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街
路
空
間
再
構
築
・
利
活
用
の
プ
ロ
セ
ス
事
例
集

～
課
題
解
決
・
官
民
連
携
の
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
と
し
た
事
例
紹
介

事
例
⑨
（
利
活
用
）

静
岡
県
静
岡
市

（
都
）
青
葉
通
線
（
２
／
２
）

【
取
組
プ
ロ
セ
ス
】

【
利
活
用
の
推
進
体
制
】

課
題
の
顕
在
化

・
設
備
の
老
朽
化
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
適
合
し
時
代
に
あ
っ
た

公
共
空
間
へ
の
改
善
の
必
要
性
の
高
ま
り

※
現
在
も
検
討
中
の
取
組
で
あ
り
「
今
後
の

展
望
」
は
左
の
プ
ロ
セ
ス
に
記
載

■
利
活
用
検
討
時
の
体
制

（現
在
は
ま
だ
検
討
段
階
で
あ
り
運
用
段
階
に
は

至
っ
て
い
な
い
）

●
平
成
26
年
A
.P
.S
.推
進
会
議
か
ら
空
間
改
善
の

ア
イ
デ
ア
提
案
を
受
け
る

フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ

プ
レ
イ
ス
メ
イ
キ
ン
グ
に
よ
る
取
組
の
は
じ
ま
り

「青
葉
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
を
み
ん
な
の
リ
ビ
ン
グ
に
」

・H
26
年
～

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（３
回
）、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（１
回
）

↓
・H
28
年
１
月

プ
レ
イ
ス
メ
イ
キ
ン
グ
・ア
ク
シ
ョ
ン
in
静
岡

（空
間
活
用
調
査
）

〇
冬
の
魅
力
的
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
過
ご
し
方
を
実
践

〇
公
共
空
間
の
使
い
手
の
抽
出
、
育
成
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

〇
次
年
度
以
降
の
空
間
活
用
に
つ
な
が
る
有
効
な
デ
ー
タ
収
集

↓
・H
28
年
～

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（２
回
）

↓
・H
28
年
９
月

プ
レ
イ
ス
メ
イ
キ
ン
グ
・ア
ク
シ
ョ
ン
in
静
岡

（静
岡
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
ト
20
16
と
同
時
開
催
）

〇
１
月
の
調
査
を
踏
ま
え
過
ご
し
や
す
い
季
節
の
調
査
を
実
施

〇
前
回
調
査
の
課
題
に
対
応
（
白
テ
ン
ト
を
や
め
る
、
地
域
の
積

極
的
な
参
加
な
ど
）

フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
：再
構
築
・利
活
用
に
向
け
た
検
討
（現
在
）

〇
地
域
主
体
に
よ
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
の
検
討

〇
道
路
空
間
の
再
構
築
も
視
野
に
入
れ
た
、
安
全
・
安
心
に

配
慮
し
た
空
間
づ
く
り
の
検
討

主
催 ：静
岡
市

企
画
・運
営

：（
公
財
）静
岡
市
ま
ち

づ
く
り
公
社

協
力 ：A
.P
.S
.推
進
会
議

実
施
内
容

：シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・講
演

会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
プ

レ
イ
ス
メ
イ
キ
ン
グ
・ア
ク

シ
ョ
ン
（空
間
活
用
調
査
）

【
工
夫
し
た
点
】

■
小
さ
く
始
め
て
大
き
く
育
て
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
実
際
に

空
間
を
活
用
し
て
み
る
試
み
や

講
演
会
な
ど
か
ら
始
め
、
次
第
に

地
域
で
の
自
発
的
活
動
に
移
行

さ
せ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る

【
取
組
の
効
果
】

①
市
民
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
と
共
に
、
沿
道
の
商
業
を
底
上
げ
す
る

②
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
よ
り
一
層
高
め
る

③
市
街
地
全
体
に
大
き
な
波
及
効
果
を
持
つ
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街
路
空
間
再
構
築
・
利
活
用
の
プ
ロ
セ
ス
事
例
集

～
課
題
解
決
・
官
民
連
携
の
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
と
し
た
事
例
紹
介

事
例
⑩
（
利
活
用
）

静
岡
県
静
岡
市

追
手
町
音
羽
町
線
（
１
／
２
）

歴
史
文
化
の
誘
い
道

～
今
と
昔
が
交
差
す
る
レ
ト
ロ
モ
ダ
ン
な
名
脇
役
～

■
歴
史
文
化
拠
点
に
誘
う
ア
ク
セ
ス
道
路
に

お
け
る
、
地
域
主
体
に
よ
る
道
路
空
間
の
活
用

【取
組
デ
ー
タ
】

・事
業
主
体
：静
岡
市

・路
線
名
称
：市
道

追
手
町
音
羽
町
線

・路
線
幅
員
：1

6
ｍ
（１
車
線
）

・取
組
延
長
：約

9
0
ｍ

・取
組
期
間
：平
成

2
6
年
～
平
成

3
1
年

【取
組
推
進
に
寄
与
し
た
最
大
の
要
因
】

B
ef
o
re

A
ft
e
r（
整
備
イ
メ
ー
ジ
）

（断
面
図
）

【
取
組
概
要
】

■
道
路
空
間
を
再
編
し
、
歩
道
拡
幅
及
び
広
場
空
間
を
創
出

■
駿
府
城
の
外
堀
に
張
出
し
デ
ッ
キ
を
設
置

■
ま
ち
づ
く
り
会
社
を
含
む
協
議
会
に
よ
り
事
業
内
容
を
検
討
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街
路
空
間
再
構
築
・
利
活
用
の
プ
ロ
セ
ス
事
例
集

～
課
題
解
決
・
官
民
連
携
の
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
と
し
た
事
例
紹
介

事
例
⑩
（
利
活
用
）

静
岡
県
静
岡
市

追
手
町
音
羽
町
線
（
２
／
２
）

【
取
組
プ
ロ
セ
ス
】

【
利
活
用
の

推
進
体
制
】

【
工
夫
し
た
点
】

■
駿
府
城
の
外
堀
沿
い
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
お
堀
の
水
辺
や
石
垣
な
ど
の
貴
重

な
歴
史
的
資
源
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
歴
史
的
資
源
を
最
大
限
に
活
用
す
る
た
め

に
、
お
堀
へ
の
張
り
出
し
デ
ッ
キ
や
、
憩
い
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
き
る
広
場
な
ど
、
イ
ベ

ン
ト
利
用
も
可
能
な
空
間
整
備
を
検
討
し
て
い
る

■
整
備
後
は
地
域
主
体
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
現
を
目
指
し
、
地
域
団
体
と
活

用
方
法
に
つ
い
て
協
議
し
、
道
路
占
用
許
可
の
特
例
制
度
や
都
市
再
生
推
進
法
人

化
を
視
野
に
い
れ
事
業
を
進
め
て
い
る

フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
：
地
元
の
公
共
空
間
活
用
に
よ
る
地
域
活
性
化
に

向
け
た
機
運
高
ま
り

・
H
26
年
度

地
元
よ
り
、
お
堀
の
水
辺
で
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等

の
公
共
空
間
の
活
用
に
向
け
た
「
地
域
活
性
化
」
に
つ
い
て

の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
、
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
を
検
討
開
始

●
H
27
年
追
手
町
音
羽
町
線
空
間
活
用
検
討

協
議
会
発
足

【
取
組
の
効
果
】

■
社
会
実
験
（H
27
年
９
月
の
３
日
間
）中
は
追
手
町
音
羽
町
線
の
利
用
率
が
増
加
（平

日
16
％
、
休
日
24
％
）し
て
お
り
、
歩
行
者
ル
ー
ト
が
転
換
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

■
空
間
利
活
用
の
運
用

段
階
（検
討
中
）

・運
用
時
の
体
制
は
、
平

成
28
年
度
ま
で
の
協
議

会
等
の
組
織
に
加
え
、

今
後
は
「（
仮
）プ
レ
イ

ヤ
ー
会
議
」を
設
け
、
実

際
に
運
営
す
る
体
制
を

検
討
し
て
い
く

取
組
の
背
景

・商
業
地
区
と
駿
府
城
公
園
を
結
ぶ
追
手
町
音
羽
町
線
で
は
、

に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、
回
遊
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
た

フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
：賑
わ
い
創
出
に
向
け
た
空
間
づ
く
り
検
討
開
始

・
H
27
年
度

社
会
実
験
を
実
施
し
空
間
づ
く
り
の
効
果
検
証
を

実
施

フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
：
地
域
主
体
の
空
間
活
用
に
配
慮
し
た
道
路
再
整

備
検
討
（現
在
）

・H
28
年
度

基
本
構
想
策
定

・庁
内
・関
係
者
協
議

地
域
主
体
の
運
営
体
制
づ
く
り

・H
29
年
度

測
量
・基
本
設
計

フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
：整
備
・運
営
体
制
の
確
立
（今
後
）

・H
30
年
度

詳
細
設
計
・工
事
着
手

・H
31
年
度
以
降

工
事
完
成
→
運
用
開
始

 

 

【
今
後
の
展
望
】

■
平
成
30
～
31
年
度
に
工
事
を
実
施
し
、
平
成
32
年
度
か
ら
の
運
用
開
始
に
向
け
、
都
市

再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
道
路
占
用
許
可
の
特
例
制
度
を
目
指
し
、
地
元
活
動
団
体

や
関
係
者
協
議
を
実
施
し
て
い
く
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ま
ち
の
主
要
回
遊
動
線
「
Ｑ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｗ
Ａ
」
実
現
に
向
け
た

道
路
再
構
築
に
係
る
公
民
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
社
会
実
験

■
市
民
提
案
を
基
と
し
た
「公
民
連
携
」ま
ち
づ
く
り
の
推
進

■
戦
術
を
積
み
重
ね
、
戦
略
に
ま
と
め
る
ま
ち
づ
く
り

①
道
路
空
間
を
含
め
た
ま
ち
の
公
共
空
間
を
一

体
で
活
用
す
る
社
会
実
験
（
M

e
g
u

ru

Q
u

ru
w

a
）

②
道
路
空
間
で
の
公
民
連
携
事
業
に
よ
る
ま
ち

の
回
遊
性
の
検
証

【取
組
デ
ー
タ
】

・事
業
主
体
：岡
崎
市

・路
線
名
称
：中
央
緑
道
（市
道
籠
田
町
線
）

連
尺
通
り
（市
道
連
尺
通

1
号
線
）

乙
川
堤
防
道
路
（市
道
３
類
１
号
線
）

・路
線
幅
員
：中
央
緑
道

３
０
ｍ
（２
車
線
）

連
尺
通
り
１
５
ｍ
（２
車
線
）

乙
川
堤
防
道
路

７
ｍ

・取
組
延
長
：中
央
緑
道

３
４
０
ｍ

連
尺
通
り
２
８
０
ｍ

乙
川
堤
防
道
路

４
２
０
ｍ

・取
組
期
間
：平
成
２
９
年
～
平
成
３
２
年

【
取
組
推
進
に
寄
与
し
た
最
大
の
要
因
】

【
取
組
概
要
】

利
活
用
時
（
実
験
時
）

Ｑ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｗ
Ａ
（
く
る
わ
）
と
は
？

・
乙
川
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
（
R
F地
区
）
約
１
５
７

h
aの

多
様
な
魅
力
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
約
３

km
の
ま
ち
の

主
要
回
遊
動
線
。

・
名
鉄
東
岡
崎
駅
、
乙
川
河
川
緑
地
、
（
仮
称
）
乙
川
人
道

橋
、
中
央
緑
道
、
籠
田
公
園
、
り
ぶ
ら
、
岡
崎
公
園
な
ど

公
共
空
間
の
各
拠
点
を
結
ぶ
主
要
回
遊
動
線
。
か
つ
て
の

岡
崎
城
跡
の
「
総
曲
輪
（
そ
う
ぐ
る
わ
）
」
の
一
部
と
重

な
る
こ
と
、
ま
た
、
動
線
が
「
Ｑ
」
の
字
に
見
え
る
こ
と

か
ら
命
名
。

街
路
空
間
再
構
築
・
利
活
用
の
プ
ロ
セ
ス
事
例
集

～
課
題
解
決
・
官
民
連
携
の
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
と
し
た
事
例
紹
介

事
例
⑪
（
利
活
用
）

愛
知
県
岡
崎
市

乙
川
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
（
１
／
２
）
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【
取
組
プ
ロ
セ
ス
】

【
利
活
用
の

推
進
体
制
】

取
組
に
至
っ
た
き
っ
か
け

・
市
長
公
約
「
乙
川
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
整
備
計
画
」
が
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
む
も
の
と
し
て
ス
タ
ー
ト

■
利
活
用
検
討
時
の
体
制

（現
在
は
ま
だ
検
討
段
階
で
あ
り
運
用

段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
）

・デ
ザ
イ
ン
会
議
（第
三
者
機
関
）設
置

に
よ
り
外
部
か
ら
公
民
連
携
と
都
市
デ

ザ
イ
ン
の
ク
オ
リ
テ
ィ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
い
る
。

フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
：乙
川
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
ま
ち
づ
く
り
始
ま
る

（H
27
）

・乙
川
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
都
市
再
生
整
備
計
画
提
出

・乙
川
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
登
録

【
工
夫
し
た
点
】

【
今
後
の
展
望
】

■
「Ｑ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｗ
Ａ
戦
略
」に
基
づ
き

道
路
空
間
の
利
活
用
と
再
構
築
を

進
め
、
公
民
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

興
す
こ
と
と
し
て
い
る

●
市
民
提
案
に
よ
る
「
乙
川
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
ま

ち
づ
く
り
基
本
構
想
」作
成

フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
：市
民
提
案
を
基
に
社
会
実
験
ス
タ
ー
ト
（H
28
）

・ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
会
議
を
開
始
（Ｑ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｗ
Ａ
の
設
定
）

・社
会
実
験
「お
と
が
ワ
！
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」開
始

な
ど

●
「
戦
術
を
積
み
重
ね
た
戦
略
」
と
し
て
公
民
連
携

基
本
計
画
「Ｑ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｗ
Ａ
戦
略
」の
作
成

フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
：「
Ｑ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｗ
Ａ
戦
略
」と
り
ま
と
め
（H
29
現
在
）

・
道
路
空
間
利
活
用
を
含
め
た
社
会
実
験
「
め
ぐ
る
、
Ｑ
Ｕ
Ｒ

Ｕ
Ｗ
Ａ
」実
施

フ
ェ
ー
ズ
Ⅳ
：今
後
H
31
中
央
緑
道
整
備

H
32
以
降
公
民
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現

■
公
募
に
よ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
者

を
集
め
た
社
会
実
験

・利
活
用
ア
イ
デ
ア
を
市
民
・民
間

か
ら
公
募
し
、
実
際
に
そ
れ
を

や
っ
て
み
る
社
会
実
験
を
実
施

・公
募
に
て
集
ま
っ
た
民
間
の
55

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
者
は
、
エ
リ

ア
毎
に
チ
ー
ム
を
組
み
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
８
回
を
経
て
当
日
に
備

え
た

街
路
空
間
再
構
築
・
利
活
用
の
プ
ロ
セ
ス
事
例
集

～
課
題
解
決
・
官
民
連
携
の
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
と
し
た
事
例
紹
介

事
例
⑪
（
利
活
用
）

愛
知
県
岡
崎
市

乙
川
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
（
１
／
２
）

社
会
実
験
「
M
e
gu
ru
Q
u
ru
w
a」
（
H
2
9
年
1
0
月
2
8
日
（
土
）
）
概
要
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街
路
空
間
再
構
築
・
利
活
用
の
プ
ロ
セ
ス
事
例
集

～
課
題
解
決
・
官
民
連
携
の
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
と
し
た
事
例
紹
介

利
活
用
事
例
⑫

福
岡
県
北
九
州
市

魚
町
サ
ン
ロ
ー
ド
（
１
／
２
）

「
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
撤
去
に
合
わ
せ
た
道
路
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
利
活
用
」

■
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
行
政
・民
間
の
意
識
転
換

■
道
路
空
間
再
編
に
向
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施

B
ef
o
re

A
ft
e
r

①
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
撤
去
に
合
わ
せ
た
道
路
空
間
の
再
編

②
地
域
団
体
に
よ
る
道
路
空
間
を
活
用
し
た
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

【取
組
デ
ー
タ
】

・取
組
延
長
：1

0
8
ｍ

・取
組
期
間
：平
成

2
6
年
～
平
成

2
8
年

・事
業
主
体
：北
九
州
市

・路
線
名
称
：市
道

魚
町

1
1
号
線

（魚
町
サ
ン
ロ
ー
ド
商
店
街
）

・路
線
幅
員
：5

.5
ｍ
（１
車
線
）

（空
間
利
活
用
時
）

【取
組
推
進
に
寄
与
し
た
最
大
の
要
因
】

【
取
組
概
要
】

空
き
家
に
コ
ン
テ
ナ
カ
フ
ェ
を
設
置

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る

道
路
の
整
備
・
活
用
イ
メ
ー
ジ

道
路
空
間
活
用
時
の
様
子
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街
路
空
間
再
構
築
・
利
活
用
の
プ
ロ
セ
ス
事
例
集

～
課
題
解
決
・
官
民
連
携
の
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
と
し
た
事
例
紹
介

利
活
用
事
例
⑫

福
岡
県
北
九
州
市

魚
町
サ
ン
ロ
ー
ド
（
２
／
２
）

【
取
組
プ
ロ
セ
ス
】

フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
：リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
の
は
じ
ま
り

H
22
年
7月

「小
倉
家
守
構
想
」の
検
討
開
始

H
23
年
6
月

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

「
メ
ル
カ
ー
ト
三
番
街
（
サ
ン
ロ
ー
ド
に
面
し
た
ビ

ル
）」
完
成
・オ
ー
プ
ン

フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
：国
家
戦
略
特
区
の
指
定
～
事
業
認
定
段
階

平
成
2
8
年
1
月

北
九
州
市
が
国
家
戦
略
特
区
の
指
定

商
店
街
へ
特
区
制
度
を
紹
介

平
成
2
8
年
4
月

特
区
の
事
業
認
定

【
利
活
用
の
推
進
体
制
】

●
商
店
街
が
ア
ー
ケ
ー
ド
の
撤
去
を
決
断

フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
：
商
店
街
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
道
路
整
備
計
画
の
す
り

合
わ
せ
段
階

平
成
26
～
27
年

市
と
地
元
と
の
ﾜ
ｰ
ｸ
ｼ
ｮｯ
ﾌ
ﾟ開
催
（５
回
）

●
平
成
2
7
年
9
月

ア
ー
ケ
ー
ド
を
撤
去

●
ま
ち
づ
く
り
会
社
「鳥
町
ス
ト
リ
ー
ト
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」

設
立
、
商
店
街
空
き
地
に
コ
ン
テ
ナ
カ
フ
ェ
設
置

フ
ェ
ー
ズ
Ⅳ
：事
業
実
施
～
現
在

平
成

2
8
年

5
月

国
家
戦
略
道
路
占
用
事
業
開
始

平
成

2
8
年

7
月

道
路
整
備
完
了

現
在

道
路
空
間
を
活
用
し
た
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
実
施
中

老
朽
化
し
た
ア
ー
ケ
ー
ド
の
悩
み
（
昼
間
で
も
薄
暗
く
、
人
通
り

も
少
な
い
、
維
持
改
修
に
係
る
費
用
が
捻
出
で
き
な
い

等
）

【
取
組
の
効
果
】

・沿
道
交
通
量
の
増
加
（約
1,
60
0人
／
日

⇒
約
2,
00
0人
／
日
）

・沿
道
店
舗
数
の
増
加
（ア
ー
ケ
ー
ド
撤
去
前
35
店
舗

事
業
実
施
後
45
店
舗
）

【
今
後
の
展
開
】

・道
路
使
用
許
可
時
間
の
延
長
（現
在
2
2
時
ま
で

所
轄
警
察
署
と
協
議
中
）

・エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
更
な
る
展
開
等
（周

辺
の
道
路
で
の
展
開
を
働
き
か
け
る
等
）

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
商
店
街

の
描
く
将
来
像
と
道
路
整
備

計
画
の
す
り
合
わ
せ
実
施

⇒
地
域
と
共
に
描
い
た
計
画

と
な
り
地
域
の
主
体
性
へ

と
繋
が
っ
た

■
ま
ち
づ
く
り
会
社
・道
路
を
活

用
す
る
地
域
団
体
を
設
立

⇒
収
益
事
業
に
よ
り
、
自
立

し
た
運
営
を
実
現
。
ア
ー

ケ
ー
ド
の
撤
去
費
用
を
ま

ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
の
取

り
組
み
で
得
た
財
源
で
ま

か
な
っ
て
い
る

■
道
路
管
理
者
お
よ
び
交
通

管
理
者
と
の
事
前
調
整
を
市

が
実
施

⇒
地
域
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や

す
い
環
境
を
構
築
し
て
い

る
こ
と
で
支
援
し
て
い
る

■
検
討
時
の
体
制

■
運
用
時
の
体
制

【
工
夫
し
た
点
】
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Ⅱ．街路空間再構築・利活用に関するノウハウ集 
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事
例
か
ら
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ

①
実
験
的
に
空
間
を
つ
く
っ
て
、
体
験
し
て
も
ら
お
う

②
小
さ
く
始
め
て
、
大
き
く
育
て
よ
う

③
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
を
合
意
形
成
に
活
か
そ
う

④
や
り
た
い
こ
と
を
上
位
・
関
連
計
画
に
埋
め
込
も
う

⑤
民
間
の
動
き
に
行
政
が
呼
応
し
よ
う

⑥
官
民
協
働
の
体
制
で
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
共
感
し
よ
う

⑦
横
断
チ
ー
ム
や
連
絡
会
議
で
庁
内
に
横
串
を
通
そ
う

⑧
地
元
と
一
体
の
体
制
を
つ
く
っ
て
関
係
機
関
と
協
議
し
よ
う

⑨
各
分
野
の
専
門
家
と
タ
ッ
グ
を
組
も
う

⑩
パ
ブ
リ
ッ
ク
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
民
間
に
任
せ
よ
う

⑪
積
極
的
に
視
察
や
研
修
に
学
び
、
提
案
し
よ
う

街
路
空
間
の
再
構
築
・
利
活
用
事
例
か
ら
得
た
1
1
の
ノ
ウ
ハ
ウ
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■
大
阪
市

な
ん
ば
駅
前

・
タ

ク
シ

ー
で

埋
め

尽
く

さ
れ

た
広

場
を

一
夜

で
歩

行
者

空
間

に
変

身
さ

せ
、

３
日

間
の

社
会

実
験

を
実

施
し

た

■
松
山
市

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
街

・
社

会
実

験
で

歩
行

者
交

通
量

や
自

動
車

走
行

速
度

に
効

果
が

確
認

で
き

た
こ

と
か

ら
合

意
形

成
が

進
ん

だ

実
験
前

実
験
中

実
験
前

実
験
中

①
実
験
的
に
空
間
を
つ
く
っ
て
、
体
験
し
て
も
ら
お
う

車
道

を
狭

め
た

り
、

歩
道

で
オ

ー
プ

ン
カ

フ
ェ

を
開

い
た

り
。

今
ま

で
や

っ
た

こ
と

が
な

い
新

し
い

こ
と

を
始

め
る

と
き

に
は

、
そ

の
状

況
を

想
像

し
に

く
い

た
め

に
様

々
な

憶
測

や
不

安
が

先
行

し
、

合
意

形
成

が
進

み
ま

せ
ん

。
そ

ん
な

と
き

に
は

、
社

会
実

験
や

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

を
通

じ
て

目
指

す
空

間
像

を
仮

設
的

に
つ

く
っ

て
み

て
、

そ
れ

を
利

用
者

や
関

係
者

に
体

験
し

て
も

ら
い

ま
し

ょ
う

。
「

こ
う

い
う

こ
と

な
ん

だ
」

「
こ

ん
な

こ
と

が
で

き
る

ん
だ

」
と

目
指

す
方

向
を

皆
が

理
解

し
、

取
組

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

、
机

上
で

は
気

づ
か

な
か

っ
た

課
題

や
効

果
に

も
気

づ
く

こ
と

が
で

き
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。
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■
岡
崎
市

乙
川
リ

バ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区

・
Q

U
R

U
W

A
と

呼
ぶ

主
要

回
遊

動
線

上
で

利
活

用
ア

イ
デ

ア
を

市
民

・
民

間
か

ら
公

募
し

、
実

際
に

そ
れ

を
や

っ
て

み
る

社
会

実
験

を
実

施
・

こ
の

取
組

を
通

じ
て

、
Q

U
R

U
W

A
へ

の
理

解
や

公
共

空
間

利
活

用
の

機
運

を
次

第
に

高
め

て
い

く
こ

と
と

し
て

い
る

■
静
岡
市

青
葉
通
り

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

な
ど

で
実

際
に

空
間

を
活

用
し

て
み

る
試

み
や

講
演

会
な

ど
か

ら
始

め
、

次
第

に
地

域
で

の
自

発
的

活
動

に
移

行
さ

せ
て

い
く

こ
と

と
し

て
い

る

②
小
さ
く
始
め
て
、
大
き
く
育
て
よ
う

思
い

描
く

街
路

空
間

に
な

る
ま

で
に

は
、

利
用

者
や

関
係

者
の

合
意

と
協

力
が

必
要

で
あ

り
、

短
期

間
で

完
璧

な
状

態
に

仕
上

げ
る

こ
と

は
困

難
で

す
。

そ
の

た
め

、
最

初
か

ら
す

べ
て

を
実

行
し

よ
う

と
せ

ず
、

ま
ず

小
さ

く
、

で
き

る
こ

と
か

ら
始

め
て

、
利

用
者

・
関

係
者

の
関

心
を

徐
々

に
高

め
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

す
。

例
え

ば
最

初
か

ら
す

べ
て

の
利

用
者

・
関

係
者

の
合

意
を

得
る

の
が

困
難

な
場

合
は

、
取

組
の

趣
旨

に
賛

同
す

る
人

々
の

小
さ

な
集

ま
り

か
ら

始
め

、
次

第
に

理
解

を
広

げ
て

い
く

こ
と

も
一

案
で

す
。
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■
仙
台
市

青
葉
通

・
「

杜
の

都
」

仙
台

の
シ

ン
ボ

ル
で

あ
る

ケ
ヤ

キ
並

木
を

大
切

に
し

た
コ

ン
セ

プ
ト

や
整

備
案

と
す

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
の

理
解

を
得

た

■
大
阪
市

御
堂
筋

・
イ

チ
ョ

ウ
並

木
は

「
御

堂
筋

を
象

徴
す

る
も

の
」

と
し

て
、

イ
チ

ョ
ウ

の
移

設
は

最
小

限
に

す
る

計
画

と
し

た

市
民

意
見

青
葉

通
再

生
基

本
構

想
検

討
委

員
会

学
識
経
験
者

商
店
街
振
興
組
合

警
察

青 葉 通 の 再 生 に 向 け て

青
葉

通
の

将
来

像

市 へ 提 言

H
1
7
.3

ケ
ヤ

キ
並

木
の

再
生

を
め

ざ
し

青
葉

通
の

将
来

像
に

つ
い

て
検

討

ケ
ヤ

キ
並

木
，

道
路

空
間

，
街

並
み

の
３

つ
の

要
素

を
一

体
的

に
捉

え
，

再
整

備
を

め
ざ

す 再
整

備

道
路

空
間

ケ
ヤ

キ
並

木

街
並

み

青 葉 通 再 生 基 本 構 想

H
1
8
.3

市
民

■
H
1
6
.1
0
月

市
民
意
識
調
査

■
H
1
7
.2
月

市
広
報
紙
「
市
政
だ
よ
り
」で
市
民
意
見
募
集

意
見

反
映

・ ・

③
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
を
合
意
形
成
に
活
か
そ
う

地
域

の
歴

史
や

文
化

、
ま

た
は

通
り

の
シ

ン
ボ

ル
と

な
っ

て
い

る
並

木
が

あ
る

地
域

で
は

、
地

域
の

歴
史

文
化

を
尊

重
し

た
り

並
木

を
大

切
に

し
た

空
間

構
成

を
提

案
す

る
こ

と
で

、
合

意
形

成
が

進
む

こ
と

も
多

く
あ

り
ま

す
。
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■
京
都
市

四
条
通

・
「

歩
く

ま
ち

・
京

都
」

総
合

交
通

戦
略

に
お

い
て

、
四

条
通

の
ト

ラ
ン

ジ
ッ

ト
モ

ー
ル

化
を

シ
ン

ボ
ル

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
位

置
づ

け
て

い
る

■
大
阪
市

御
堂
筋

・
「

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

・
大

阪
」

に
お

い
て

、
道

路
空

間
再

編
の

整
備

方
針

等
を

掲
載

し
て

い
る

出
典
：
「
歩
く
ま
ち
・
京
都
」
総
合
交
通
戦
略

出
典
：
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
・
大
阪

④
や
り
た
い
こ
と
を
上
位
・
関
連
計
画
に
埋
め
込
も
う

行
政

が
取

組
を

推
進

す
る

上
で

、
そ

の
事

業
や

取
組

が
ど

の
よ

う
な

位
置

づ
け

を
持

つ
も

の
か

は
と

て
も

重
要

で
す

。
都

市
計

画
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

や
立

地
適

正
化

計
画

、
都

市
・

地
域

総
合

交
通

戦
略

、
中

心
市

街
地

活
性

化
基

本
計

画
、

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

な
ど

の
上

位
計

画
・

関
連

計
画

の
策

定
や

見
直

し
の

タ
イ

ミ
ン

グ
で

、
今

後
や

り
た

い
事

業
や

活
動

を
で

き
る

だ
け

具
体

的
に

盛
り

込
ん

で
い

け
る

よ
う

調
整

し
ま

し
ょ

う
。

具
体

的
な

内
容

が
盛

り
込

め
な

く
て

も
、

類
似

し
た

事
例

や
関

連
す

る
キ

ー
ワ

ー
ド

を
盛

り
込

ん
で

お
く

こ
と

な
ど

が
考

え
ら

れ
ま

す
。
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■
北
九
州
市

魚
町
サ
ン
ロ
ー
ド

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
商

店
街

の
描

く
将

来
像

と
道

路
整

備
計

画
を

す
り

合
わ

せ
る

努
力

を
し

た
結

果
、

地
域

が
主

体
的

に
道

路
を

活
用

す
る

機
運

が
高

ま
っ

て
い

っ
た

・
ま

た
国

家
戦

略
特

区
に

よ
る

道
路

占
用

事
業

の
認

定
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
す

る
な

ど
、

行
政

だ
か

ら
こ

そ
で

き
る

取
組

で
地

元
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

姿
勢

を
見

せ
続

け
た

■
松
山
市

花
園
町
通
り

・
本

事
業

は
、

市
か

ら
提

案
し

た
事

業
で

あ
っ

た
た

め
合

意
形

成
は

難
航

が
予

想
さ

れ
た

・
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

渋
滞

の
検

証
や

模
型

づ
く

り
、

交
通

社
会

実
験

、
賑

わ
い

づ
く

り
社

会
実

験
な

ど
、

熱
心

に
地

元
協

議
を

続
け

た

⑤
民
間
の
動
き
に
行
政
が
呼
応
し
よ
う

公
共

空
間

を
地

域
住

民
に

と
っ

て
魅

力
的

な
も

の
に

し
て

い
く

た
め

に
は

、
ま

ち
づ

く
り

に
意

義
の

あ
る

民
間

の
発

意
や

取
組

に
対

し
て

行
政

機
関

が
敏

感
に

察
知

し
、

そ
れ

ら
に

呼
応

す
る

形
で

支
援

し
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

す
。
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■
岡
崎
市

乙
川
リ
バ
ー
フ
ロ

ン
ト
地
区

・
初

期
段

階
で

あ
る

平
成

2
7
年

度
、

都
市

再
生

整
備

計
画

や
か

わ
ま

ち
づ

く
り

計
画

等
の

行
政

計
画

策
定

と
同

時
に

、
市

民
提

案
に

よ
る

「
乙

川
リ

バ
ー

フ
ロ

ン
ト

地
区

ま
ち

づ
く

り
基

本
構

想
市

民
提

案
書

」
を

作
成

・
市

民
提

案
書

は
デ

ザ
イ

ン
シ

ャ
レ

ッ
ト

、
ま

ち
づ

く
り

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

官
民

連
携

調
整

会
議

な
ど

を
踏

ま
え

て
作

成
さ

れ
、

巻
末

に
は

「
市

民
提

案
の

基
本

構
想

に
対

す
る

市
の

対
応

方
針

」
が

示
さ

れ
て

い
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
道
路
の
整
備
・
活
用
イ
メ
ー
ジ

■
北
九
州
市

魚
町
サ
ン
ロ
ー
ド

・
リ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ま
ち

づ
く

り
が

進
み

、
道

路
も

リ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
し

て
さ

ら
に

エ
リ

ア
の

価
値

を
高

め
た

い
と

い
う

意
識

が
地

元
側

に
芽

生
え

て
き

た
段

階
で

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

・
地

元
と

行
政

と
で

道
路

整
備

の
ビ

ジ
ョ

ン
を

す
り

合
わ

せ
、

こ
の

段
階

で
地

元
が

道
路

の
清

掃
等

を
行

う
協

定
も

結
ば

れ
た

デ
ザ
イ
ン
シ
ャ
レ
ッ
ト
（短
期
集
中
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

市
民
提
案
発
表
会

市
民
提
案
書
に
示
さ
れ
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

⑥
官
民
連
携
の
体
制
で
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
共
感
し
よ
う

思
い

描
く

街
路

の
空

間
像

は
人

そ
れ

ぞ
れ

に
異

な
り

ま
す

。
ま

ず
は

、
目

指
す

空
間

像
（

＝
ビ

ジ
ョ

ン
）

を
皆

で
描

き
ま

し
ょ

う
。

官
と

民
が

互
い

に
課

題
や

ア
イ

デ
ア

を
出

し
合

い
、

議
論

を
交

わ
し

て
い

く
度

に
、

カ
タ

チ
だ

け
で

は
な

い
本

当
の

官
民

連
携

体
制

が
構

築
さ

れ
て

い
き

ま
す

。
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■
京
都
市

四
条
通

・
京

都
市

で
は

「
歩

く
ま

ち
・

京
都

」
推

進
本

部
及

び
部

会
・

幹
事

会
を

立
上

げ
・

そ
の

実
行

部
隊

と
し

て
、

都
市

計
画

局
内

に
「

交
通

政
策

担
当

部
署

「
歩

く
ま

ち
京

都
推

進
室

」
を

平
成

2
0
年

4
月

に
新

設
し

た

京
都
市

都
市
計
画
局

部
名
等

課
名

都
市
企
画
部

都
市
総
務
課

都
市
計
画
課

ま
ち
再
生
・
創
造
推
進
室

都
市
景
観
部

景
観
政
策
課

風
致
保
全
課

開
発
指
導
課

広
告
景
観
づ
く
り
推
進
室

建
築
指
導
部

建
築
指
導
課

建
築
審
査
課

建
築
安
全
推
進
課

公
共
建
築
部

公
共
建
築
企
画
課

公
共
建
築
建
設
課

公
共
建
築
整
備
課

歩
く
ま
ち
京
都
推
進
室

住
宅
室

住
宅
政
策
課

住
宅
管
理
課

す
ま
い
ま
ち
づ
く
り
課

⑦
横
断
チ
ー
ム
や
連
絡
会
議
で
庁
内
に
横
串
を
通
そ
う

街
路

の
再

構
築

や
利

活
用

の
推

進
に

あ
た

っ
て

は
、

行
政

の
庁

内
で

も
様

々
な

部
署

が
対

応
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
成

功
に

至
っ

た
事

例
で

は
、

部
署

間
を

つ
な

ぐ
チ

ー
ム

を
組

織
し

た
り

庁
内

連
絡

会
議

を
開

く
こ

と
で

、
横

断
的

な
体

制
を

構
築

し
て

い
る

と
こ

ろ
が

少
な

く
あ

り
ま

せ
ん

。
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行
政
（
道
路
管
理
者
）

モ
デ
ル
整
備

地
元

御
堂
筋
沿
道
・千
日
前

通
以
南
モ
デ
ル
整
備
区

間
整
備
協
議
会

（町
会
、
商
店
会
、
沿
道

地
権
者
団
体
、
地
元
関

係
団
体
）

関
係
機
関

（
交
通
管
理
者

等
）

街
路
の
再
構
築
で

地
域
の
魅
力
を
高
め
た
い
！

地
域
課
題
の
解
決
、

地
元
意
見
の
反
映

連
携

■
大
阪
市

御
堂
筋

・
御

堂
筋

で
は

地
元

協
議

会
と

行
政

が
連

携
し

、
地

域
全

体
と

し
て

実
施

し
た

い
取

組
み

で
あ

る
こ

と
を

強
調

す
る

こ
と

で
、

交
通

管
理

者
を

は
じ

め
と

し
た

関
係

者
協

議
を

ス
ム

ー
ズ

に
進

め
た

協
議

協
議
会
メ
ン
バ
ー

２
０
人

ま
ち
づ
く
り
会
社

１
人

町
内
会
・自
治
会

４
人

発
展
会

４
人

交
通
管
理
者
（警
察
）１
人

市
関
係
部
局

１
０
人
（１
０
課
）

■
静
岡
市

追
手
町
音
羽
町
線

・
追

手
町

音
羽

町
線

空
間

活
用

検
討

協
議

会
で

は
、

地
元

要
望

に
基

づ
き

交
通

管
理

者
（

警
察

）
に

も
協

議
会

に
入

っ
て

も
ら

う
こ

と
で

協
議

を
ス

ム
ー

ズ
に

進
め

た

街
路

空
間

の
再

構
築

・
利

活
用

に
つ

い
て

具
体

的
に

取
り

組
む

段
階

に
あ

た
っ

て
は

、
関

係
機

関
と

の
協

議
・

調
整

が
必

要
と

な
り

ま
す

。
そ

の
際

、
地

元
が

「
や

り
た

い
」

と
い

う
姿

勢
を

見
せ

る
こ

と
、

そ
し

て
そ

れ
を

行
政

が
全

面
的

に
支

え
る

姿
勢

を
見

せ
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
協

議
が

円
滑

に
進

む
場

合
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

協
議

会
や

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
な

ど
の

合
意

形
成

の
場

に
関

係
す

る
組

織
や

機
関

に
も

参
画

し
て

も
ら

う
こ

と
も

有
効

で
す

。

⑧
地
元
と
一
体
の
体
制
を
つ
く
っ
て
関
係
機
関
と
協
議
し
よ
う
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■
松
山
市

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
街

・
ロ

ー
プ

ウ
ェ

イ
通

り
の

当
初

の
設

計
案

は
一

般
的

な
設

計
内

容
に

と
ど

ま
り

、
地

元
か

ら
は

低
い

評
価

で
あ

っ
た

・
そ

こ
で

専
門

家
（

デ
ザ

イ
ナ

ー
）

を
活

用
し

た
検

討
体

制
を

構
築

。
こ

の
専

門
家

に
よ

る
設

計
案

は
、

地
元

の
整

備
に

対
す

る
強

い
想

い
に

応
え

た
も

の
と

し
て

地
元

と
の

信
頼

関
係

が
で

き
た

■
岡
崎
市

乙
川
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区

・
M

e
g
u
ru

Q
u
ru

w
a
社

会
実

験
実

施
に

至
る

過
程

で
は

、
都

市
政

策
、

ラ
ン

ド
ス

ケ
ー

プ
や

官
民

連
携

に
関

す
る

専
門

家
に

よ
る

デ
ザ

イ
ン

会
議

、
ま

ち
の

ト
レ

ジ
ャ

ー
ハ

ン
テ

ィ
ン

グ
な

ど
様

々
な

場
面

で
専

門
家

が
活

躍
し

て
い

る

【デ
ザ
イ
ン
会
議
メ
ン
バ
ー
構
成
】

○
市
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（学
識
者
、
官
民
連
携
専
門
家
）

○
民
間
ま
ち
づ
く
り
会
社

○
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
専
門
家

○
行
政

⑨
各
分
野
の
専
門
家
と
タ
ッ
グ
を
組
も
う

専
門

家
は

、
豊

富
な

知
識

や
技

術
を

持
つ

だ
け

で
な

く
、

そ
れ

を
活

か
し

て
市

民
や

事
業

者
等

と
の

信
頼

関
係

を
構

築
す

る
役

目
も

担
っ

て
く

れ
ま

す
。

ま
た

、
行

政
で

は
中

々
知

り
得

な
い

民
間

プ
レ

イ
ヤ

ー
の

発
掘

も
支

援
し

て
く

れ
ま

す
。

専
門

家
が

担
っ

て
く

れ
る

部
分

は
専

門
家

に
任

せ
る

こ
と

で
、

行
政

は
行

政
が

や
る

べ
き

部
分

に
注

力
で

き
ま

す
。
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■
北
九
州
市

魚
町
サ
ン
ロ
ー
ド

・
ア

ー
ケ

ー
ド

撤
去

費
用

の
捻

出
の

た
め

、
商

店
街

有
志

で
ま

ち
づ

く
り

会
社

を
設

立
し

て
収

益
事

業
を

実
施

す
る

と
と

も
に

エ
リ

ア
の

価
値

を
高

め
る

取
組

を
実

施
し

た
・

行
政

は
そ

の
動

き
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

こ
と

で
民

間
が

動
き

や
す

い
環

境
を

構
築

し
て

い
る

■
神
戸
市
K
O
B
E
パ
ー
ク
レ
ッ
ト

・
当

該
地

区
で

は
も

と
も

と
地

元
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
に

よ
り

道
路

管
理

活
用

協
定

を
締

結
し

、
地

元
が

主
体

的
に

管
理

や
利

活
用

を
し

て
い

た
・

更
な

る
活

性
化

に
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
、

市
か

ら
パ

ー
ク

レ
ッ

ト
設

置
を

提
案

し
、

実
現

し
た

■
仙
台
市

定
禅
寺
地
区

・
利

活
用

に
関

す
る

ル
ー

ル
づ

く
り

定
禅

寺
通

利
活

用
方

策
検

討
委

員
会

（
H

1
4

年
度

）
で

と
り

ま
と

め
た

内
容

を
ベ

ー
ス

に
、

市
民

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

組
織

（
ハ

ロ
ー

定
禅

寺
村

）
が

運
営

規
約

に
て

、
会

計
や

イ
ベ

ン
ト

企
画

・
運

営
に

関
す

る
取

決
め

を
実

施
し

た

⑩
パ
ブ
リ
ッ
ク
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
民
間
に
任
せ
よ
う

事
業

単
体

の
収

益
だ

け
で

は
な

く
、

事
業

や
取

組
が

い
か

に
地

域
の

魅
力

を
高

め
、

賑
わ

い
を

創
出

し
、

エ
リ

ア
全

体
の

価
値

を
高

め
ら

れ
る

か
と

い
う

意
識

を
持

つ
民

間
で

な
け

れ
ば

、
行

政
に

代
わ

っ
て

公
共

空
間

を
担

う
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

社
会

実
験

や
小

さ
な

取
組

な
ど

を
通

じ
て

パ
ブ

リ
ッ

ク
マ

イ
ン

ド
を

持
つ

民
間

を
発

掘
し

、
行

政
・

民
間

・
地

域
の

信
頼

関
係

が
構

築
で

き
た

ら
、

思
い

切
っ

て
民

間
に

任
せ

ま
し

ょ
う

。
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官
民

神
戸

市
三

宮
中

央
通

り
ま

ち
づ

く
り

協
議

会

パ
ー

ク
レ

ッ
ト

を
提

案

サ
ン

フ
ラ

ン
シ

ス
コ

の
パ

ー
ク

レ
ッ

ト
等

を
視

察

■
神
戸
市
K
O
B
E
パ
ー
ク
レ
ッ
ト

・
神

戸
市

で
は

道
路

の
リ

デ
ザ

イ
ン

を
推

進
す

る
た

め
、

平
成

2
6

年
に

市
建

設
局

職
員

が
米

国
視

察
（

サ
ン

フ
ラ

ン
シ

ス
コ

等
）

に
よ

り
、

パ
ー

ク
レ

ッ
ト

等
の

手
法

の
調

査
を

行
っ

て
い

た
・

神
戸

市
職

員
は

、
地

元
に

よ
る

道
路

活
用

の
体

制
が

で
き

て
い

る
こ

と
や

、
マ

ラ
ソ

ン
大

会
な

ど
イ

ベ
ン

ト
へ

の
対

応
、

将
来

的
な

交
通

体
系

の
変

化
等

を
踏

ま
え

、
暫

定
型

の
活

用
手

法
で

あ
る

パ
ー

ク
レ

ッ
ト

が
適

し
て

い
る

と
考

え
、

地
元

に
提

案
・

地
元

も
パ

ー
ク

レ
ッ

ト
に

賛
同

し
、

官
民

連
携

で
進

め
て

い
く

こ
と

と
な

っ
た

参
考

：
サ

ン
フ

ラ
ン

シ
ス

コ
市

計
画

局
“パ

ー
ク

レ
ッ

ト
・

マ
ニ

ュ
ア

ル
バ

ー
ジ

ョ
ン

2
.2

”,
 2

0
1
5

⑪
積
極
的
に
視
察
や
研
修
に
学
び
、
提
案
し
よ
う

書
籍

や
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
事

例
を

集
め

る
だ

け
で

な
く

、
先

進
事

例
の

地
を

実
際

に
自

分
の

足
で

歩
き

、
自

分
の

目
で

見
て

、
現

地
の

人
々

と
対

話
す

る
こ

と
は

と
て

も
刺

激
に

な
り

ま
す

。
そ

し
て

、
自

分
で

持
っ

て
い

る
だ

け
の

情
報

は
活

か
さ

れ
ま

せ
ん

。
視

察
や

研
修

で
得

た
刺

激
と

情
報

を
自

分
の

ま
ち

に
持

ち
帰

り
、

行
政

や
地

元
に

対
し

て
提

案
し

ま
し

ょ
う

。
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